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2Ap－5

フォーラム：高齢者の健康と生きがいをめぐる今日的課題

互助型在宅福祉サービス后動が協力者へ及ぼす影響一香川県の実態調査から一

香川県明笛短大　○田窟純子　香川大教育　時岡晴美

目的　高齢社会に備え、ゴールドプランが策定され現在実行中である。人的サービスであ

るホームヘルパーに関しては、当面の目標値である10万人でさえ不十分であると言われて

いる。公的福祉の充実を更に進めることも重要であるが、お互いが助け合う互助のシステ

ムも有用である･。今後増加するこｰとが明白な高齢者、　要介護者に一対し、介護サービスを行’

う人材確保が急務である。活動の必要性を説くことも重要であるが、活動継’続のためには、

サービスにあたる側の生活の中で活動がどのように位置づけられているかを明らかにする

ことが必要であるように思われる。そこで、本研究では互助型介護サービス活動の今後の

展開を考える端緒として、現在サービス活動に従事している人々の僥態を把握する。

方法　現在、香川県で、行政によるホームヘルパー派遣以外の在宅福祉サービスを行って

いる３機関（高松社会福祉協議会、坂出社会福祉協議会、香川県老人福祉問題研究会）で、

在宅福祉サ-ビスに協力している者(協力会員）87 を対象にアンケート調査を行い、活

動による変化を中心に分析を行った。

結果及び考察　87名の調査対象者の内約８割の者が家族の介護経験を持っており、76％の

者は自ら進んで活動に参加している。ま’た、約半数の者は配偶者の理解・協力を得ている

と回答した。活動による変化を見ると、生活の充実感、気持ちでは約７割、身体状況でも

26％の=者がプラスの変化をしたと回答している。家族との会話でも約半数の者が増加した、

と答え｡ている。アンケート調査に協力をした層であるということを考慮する必要はあるが、

活動への参加が協力会員へもプラスの効果を与えていることがわかる。

2Ap-6　　　特別養護老人ホームにおける主食及び副食の食物形態と食事状況

　　　　　　女子栄養大　○柳沢幸江、東京都老人研　永井晴美、清雅園　山田美子

　【目的】特別養護老人ホームでは個人の摂食能力に応じて、食物形態を変えた供食
を行っている。一般に老人ホームでの食事の基本理念は、食欲の低下を防ぎ、食事
量を減らすことなく経口的に食物を摂取することにある。そのため粥食や副食の刻
み食が日常化している。本研究はホーム入居者のＱＯＬ維持のための食物形態の在
り方を探ることを‘目的に、食物形態の実態と食事状況の関連を検討した。
【方法】対象は埼玉県内の特別養護老人ホーム（清m園）に1992年４月から1993年
３月まで入居していた老人160人（男50人平均77.9歳・女no人平均80.9歳）であ
る。調査項目は、食物形態の実態と、食事状況（喫食場所・出前昼食状況）の関連
および食物形態の変更状態とその理由を、食事痩や変更伝票によって分析した。
　【結果】主食の形態は調査開始の時点で飯食者は32.5％で、残り67.5％は粥食者で
あった。　１年間継続して粥食であったものは50.6％で、粥食者の割合は年齢が増す
につれて多くなった。副食は、飯食者の全てが常食（通常の食物形態）なのに対し
粥食者は70.4％が刻み食で、食物形態は粥と刻みが対になっていることが示された。
喫食場所は居室とする者が粥食者で多く飯食者の４倍であり、粥食者は身体的にも
弱っている傾向にあることが推察された。しかし、対象ホームで月に２回実施され
る出前昼食での注文頻度及び、注文料理は、飯食者・粥食者で差がなく、食事の中
で食物形態の変化をつけることが可能であることが示された。一方、食事変更伝票
による食物形態の変更理由は、体調の変化が最も多く次いで歯の治療であった。
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